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目的：アウトリーチを重視した地域協働を広げて
いくことで、コミュニティ活動の活性化と
人材育成と普及を図る。

活動団体がつながることによる地域協働の活性化事業

課題：地域活動に連携活動が少なく、
地域の課題、解決策の共有活動
が進まない。

『めざせ！日本一楽しいコミュニティ』

新たな適用地区の候
補地区 (3地域) の
ヒアリング・選定

大倉山ミエル、 2021.04.17

協働活動等の研修(モデル地域・新たな適
用地域）

（受講者：７名程地） 協働活動等の研修
（受講者：７名程地）

受講生とのネットワークと知見共有化

■事業化２：協働活動等の研修

（受講者：７名程地）

受講生とのネットワークと知見の共通化

■ スケジュール

モデル地区 Ⓐ
（大倉山地域）

の協働活動の活性化

2021年度（R3) 2024年度（R6)2023年度（R5)2022年度（R４)

新たに協働活動を適用する地区 Ⓑへの
モデル地域Ⓐ(大倉山地域)の知見の展開・実施・効果把握

■事業１：大倉山モデル地域での地域協働活動の推進事業

■事業3：普及のための研修事業

協働活動の活性化と知見の共有

モデル地域での
プレ研修（on-

line含む)

①コミュカフェの作り方・②協働
事業の方法のマニュアル等の作成

モデル地域Ⓐ(大倉山地域)の協働活動の活性化と知見の共有化 協働活動の活性化と知見の共有

記録・普及

※地域協働活動：地域での複数団体等が共に事業を行う活動。

モデル地区 Ⓐ（大倉山地域）の
分析・概略モデル検討

■事業化１：協働活動をサポート

する事業とネットワークの拡大

モデル地区 Ⓐ（大倉山地域）の
詳細分析・モデル再の検討

記録・普及

フォーラム開催

フォーラム開催

記録・普及

①コミュカフェの作り方・②協働事業
の方法のマニュアルへの追加・変更等

・講座：12回/年(on-line含む）×7人

研修準備・広報

・報告会：２回/年(on-line含む） ・報告会：２回/年(on-line含む）

・講座：12回/年(on-line含む）×7人

※補助金事業等を含む事業

※補助金事業等を含む事業

フォーラム開催

■事業２：県域モデル構築事業

1. 事業概要

目的
：地域における市民活動団体は多数存在するが、各々が個別の課題の中で活動を終始しがちであり、地域課題
の共有化が進まない状況にある。本事業は、個々に地域で活動している団体をつなぎ、複数の活動団体が共
に連携して事業を行うことで地域コミュニティが活性化し、地域で暮らす人がさまざまな地域活動をより身
近に感じられるようになり、より多くの人が「コミュニティ」に参画することで、県民の「弧」の解消を
図り、未病改善等に必要な要素である「社会参加」を促していく。

概要

こんなことをしています。

❶ 大倉山地域での地域協働活動の推進展開のための見える化
：大倉山モデル地域において、これまでの地域活動の新たな展開として、各々の活動団体の地域活動
をつないで、地域協働活動を起こし、その効果と課題を見える化、モデル化し広く県域に展開する。

❷ 県域への展開
：域モデル地域内で当該地域に対して地域協働活動のコーディネートと活動 の見える化を支援する。

❸ 普及のための研修
：地域協働活動を主軸とするサポーター研修を定期的に実施し、地域で活躍できる人材を養成し、
それぞれの地域に 持ち帰り、その地域に存在する市民活動団体同士をつなぐことによって、
コミュニティ活動を活性化させる。
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① 菊名みんなの広場
菊名の空家取得から支援、近隣の活動団体（お出掛バス等）と共同運営を目指す。ヨコハマ市民まち普請採択、地域包括

支援を目指す。

② はちみつ保存会
菊名で20年養蜂を行ってきた菅野氏から、2021年末の養蜂を引継ぐPJ、師岡の耕作放棄地を開墾して活動中(熊野の森

もろおかスタイルとの共同)

③ ミエル企画部
自然発生的に生まれたLINEグループ「ミエルベビー部」（現ミエルALL200名）が生れ、現在のミエルを自律的に支える
「ミエル企画部」（LINEグループ現在30名）も生まれてきた。今年度はそのコミュニティのあり方の整理と活性化を行い
ながら、その経緯を見える化をはかる。

④ 子ども若者支援団体交流会
港北地域で障害者や弱者支援を考える会の立上げた「街を耕す会港北」に参加、障害者の舞台「ぷかぷかさん」の上映会・

シンポジウムを開催。定例会を継続中。その活動を母体に武藤氏とミエルが発起人になり、「港北区子ども若者支援団体
交流会」を呼びかけ、第１回交流会を開催し、引き続き活動を継続中。

⑤ 町内会館への展開
横浜市生活支援補助事業サービスBを利用して、自治会館を利用して自治会が運営してゆくことを目指し、大倉山地区で、

まず、白樺会館で「シニアのおしゃべり会」の企画を会長に打診中たが、別町内会にも打診予定している。

❶ 大倉山地域での地域協働活動の活性化

２．事業１：大倉山ミエルや大倉山地域での協働事業等の活性化とその見える化・モデル化

• 大
倉
山
ミ
エ
ル

どろっぷ
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プランテット

Flat
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菊名みんなの広場
菊名おでかけバス等

新羽ケアプラザ・
コミュニティハウ
ス

キラリ港北
乳幼児生活圏
300ｍ

大倉山ミエル

ミエルの大倉山地域のアウトリーチ活動

フォーラム・アソシエ

■大倉山地区（大倉山・菊名・大曾根・師岡）
2021年度の重点活動（つながりMAP（活動拠点等））

はちみつ保存会ミエル企画部

自治会館の活用

子ども若者支援団体NW

■ 活動をつなぐ活動（協働）1

孫育てにっぽん
産前産後カフェ

菊名フードパントリー

こうほく市民ジャーナル

１ ハッピーマザーミュージック
HMMの鈴木美子氏はミエル活動の以前から、ミエルの共同創設者、
ミニコンサート等の開催、現、ミエルの理事

２ 公園遊びの会「おるたん」立上げ・世話人
フォーラムアソシエの活動として2005年に新横浜第１公園で乳幼児
対象の公園遊びの会立上。

３ NPO法人フォーラム・アソシエ 立上げ・副理事長
「がんばるママのご褒美講座」等を企画運営、現、副理事長、

４ NPO法人鶴見川流域ネットワーク
毎年、お出かけ水族館の開催をはじめ、色々な活動を共催している。

５ 大倉山おへそ 立上げ
大倉山商店会と連携して空店舗を生かした商店街の中の居場所を整備・
運営、ヨコハマ市民まち普請事業を採択。

６ 熊野の森もろおかスタイル 支援・会員
3.11後、自然エネルギーで暮らす社会を目指し、活動を展開する団
体、ヨコハマ市民まち普請事業採択（空地を生かした市民農園の整備）

７ Flat（熊野の森もろおかスタイルのメンバー中心）立上支援
空き家活用で高齢者の居場所を整備をアドバイス。

８ 菊名みんなの広場 立上げ支援
菊名の空家取得から支援、近隣の活動団体（お出掛バス等）と共同運営
を目指す。ヨコハマ市民まち普請採択、地域包括支援を目指す。

９ 大曾根「空茶」
住宅1階の空きスペースを利用した地域に開かれたシェアースペースを
検討中、エリアマネージメント勉強会等を共催。

10 大曾根「プランテッド」による商店会活性化（2020～）支援中
地域WEBサイト「てくてく」の立上や大曾根商店会の活性化を模索中、
県の経済振興課に繋ぐ、等

11 大倉山はちみつ保存会 立上げ・世話人
菊名で20年養蜂を行ってきた菅野氏から、2021年末の養蜂を引継ぐPJ、
師岡の耕作放棄地を開墾して活動中(熊野の森もろおかスタイルとの共同)

12 樽町「NPO法人孫育て・ニッポン/産前産後カフェ」
代表の棒田さんと産前産後ママさんのサイトを緊急対応も含め「ここみ
て港北」Webサイト公開 (共同事業)

13 菊名 らんがく舎
宇田川氏は港北区災害ボランティア連絡会の代表で、ミエルでの「地域
食堂」メンバーでもあり、今回の熊本水害の緊急支援に協力。

14「街を耕す会港北」立上げ ⇒ 「子ども若者支援団体交流会」
港北地域で障害者や弱者支援を考える会の立上げに参加、障害者の舞台
「ぷかぷかさん」の上映会・シンポジウムを開催。定例会を継続中。

15 自治会館の活用検討（白樺会館等）
横浜市生活支援補助事業サービスBを利用して、自治会館を利用
して自治会が運営してゆくことを目指し、大倉山地区で、まず
白樺会館で「シニアのおしゃべり会」の企画を会長に打診中。

16 ミエル企画部の継続
現在のミエルを自律的に支える「ミエル企画部」（LINEグループ
現在30名）も生まれてきた。今年度はそのコミュニティのあり方
の整理と活性化を行いながら、その経緯を見える化をはかる。今年度の重点活動
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●ミエルの大倉山地域でのアウトリーチ活動の実績
１ ハッピーマザーミュージック

HMMの鈴木美子氏はミエル活動の以前から、ミエルの共同創設者、ミ
ニコンサート等の開催、現、ミエルの理事

２ 公園遊びの会「おるたん」立上げ・世話人
フォーラムアソシエの活動として2005年に新横浜第１公園で乳幼児対象
の公園遊びの会立上。

３ NPO法人フォーラム・アソシエ 立上げ・副理事長
「がんばるママのご褒美講座」等を企画運営、現、副理事長、こどもの広場

４ NPO法人鶴見川流域ネットワーク
毎年、お出かけ水族館の開催をはじめ、色々な活動を共催している。

５ 大倉山おへそ 立上げ
大倉山商店会と連携して空店舗を生かした商店街の中の居場所を整備・
運営、ヨコハマ市民まち普請事業を採択。

６ 熊野の森もろおかスタイル 支援・会員
東北震災後、自然エネルギーで暮らす社会を目指し、活動を展開する団
体、ヨコハマ市民まち普請事業採択（空地を生かした市民農園の整備）

７ Flat（熊野の森もろおかスタイルのメンバー中心） 立上支援
空き家活用で高齢者の居場所を整備をアドバイス。

８ 菊名みんなの広場 立上げ支援中
菊名の空家取得から支援、近隣の活動団体（お出掛バス等）と共同運営
を目指す。ヨコハマ市民まち普請採択、地域包括支援を目指す。

９ 大曾根「空茶」
住宅1階の空きスペースを利用した地域に開かれたシェアースペースを検
討中、エリアマネージメント勉強会等を共催。

フォーラム・アソシエ

鶴見川流域ネットワーク

乳幼児生活圏
300ｍ

大倉山ミエル

樽町地域ケアプラザ

孫育ての会・にっぽん/産前産後カフェ

●協働活動の実績：大倉山地区（大倉山・菊名・大曾根・師岡）活動拠点 エリアマネージメントMAP

■ 活動をつなぐ活動（協働）2

菊名おでかけバス

10 大曾根「プランテッド」による商店会活性化（2020．春～）支援中
地域WEBサイト「てくてく」の立上や大曾根商店会の活性化を模索中、
県の経済振興課に繋ぐ、等

11 大倉山はちみつ保存会 立上げ・世話人
菊名で20年養蜂を行ってきた菅野氏から、養蜂を引継ぐPJ、今秋ごろに
は引継ぐ予定で活動中(ミエルと熊野の森もろおかスタイルの共同事業)

12 樽町「NPO法人孫育て・ニッポン/産前産後カフェ」
代表の棒田さんと産前産後ママさんのサイトを緊急対応も含め「ここみ
て港北」Webサイト公開 (共同事業)

13 菊名 らんがく舎
宇田川氏は港北区災害ボランティア連絡会の代表で、ミエルでの「地域
食堂」メンバーでもあり、今回の熊本水害の緊急支援に協力。

14「街を耕す会港北」 立上げ
港北地域で障害者や弱者支援を考える会の立上げに参加、障害者の舞台
「ぷかぷかさん」の上映会・シンポジウムを開催。定例会を継続中。
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■コミュ二ィティカフェのタイプ：様々なコミュ二ィティカフェ

小さい

子ども

大きい

シニア

ハートフルポート

港南台タウンカフェ
こまちぷらす

シェアリーカフェ

＊大きさ：居場所の広さ、事業費等によるあくまで主観的イメージです

大倉山ミエル

さくら茶屋にししば

ドリームハイツ

茅ケ崎 さろんどて

❷ 展開のための見える化

① ミエルの特徴１：① 小さい：少人数でできる。動きが速い、ボランティア

でやり易い、始めやすく、やめやすい
② 多世代：全生活、多世代 -1歳～101歳、ケア～ビジネス、環境～産業、

歴史～アート、何でもOK、連携・協働しやすい
③ ゆるさ：気が楽、自由度高い、PDCAが早い、チェックが小、

変更し易い
④ 自律性：参加者の自律性の意識化、やりがいの実感、

運営者の軽減
⑤ 連携性：人脈、情報入手、知見のFB、ネットワーク型組織

大倉山ミエルの特徴：

小さく始めやすい。
リスクが少なくて済む。

様々な出会いが期待できる。
活動が広がり易い。

小さい

全方位
（全生活）
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■コミュ二ィティカフェのタイプ：様々なコミュ二ィティカフェ

小さい

ゆるい

大きい

きちんと

ハートフルポート

港南台タウンカフェ

こまちぷらす

シェアリーカフェ

＊ゆるさ：あくまで主観的イメージです。

大倉山ミエル

さくら茶屋にししば

ドリームハイツ

茅ケ崎 さろんどて

大倉山ミエルの特徴：

小さく始めやすい。
リスクが少なくて済む。

自由度が高い、自律性が
生まれやすい。

小さい

ゆるさ

② ミエルの特徴２： ① 小さい：少人数でできる。動きが速い、ボランティア

でやり易い、始めやすく、やめやすい
② 多世代：全生活、多世代 -1歳～101歳、ケア～ビジネス、環境～

産業、歴史～アート、何でもOK、連携・協働しやすい
③ ゆるさ：気が楽、自由度高い、PDCAが早い、チェックが小、

変更し易い
④ 自律性：参加者の自律性の意識化、やりがいの実感、

運営者の軽減
⑤ 連携性：人脈、情報入手、知見のFB、ネットワーク型組織
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街カフェ 大倉山ミエル街カフェ 大倉山ミエル

主な催事：おでかけミエル：毎週月・水10:00～13:00、ちびっ子ミエル：火・木10:00～12:00、放課後ミエル：月・水・金15:30～17:00 等
定 員 ：新型コロナ対策上、定員６名、全て事前連絡をお願いします。
連絡・申込方法：大倉山ミエルに電話又メール（☎：045-717-6778、Mail：miel＠rf6.so-net.ne.jp、代表：鈴木 智香子）

大倉山ミエルは

自由に、迂闊に、楽しく

やりたい事をやる場所

大倉山ミエル 2021

みつばち探検隊

菊名・赤ちゃんカフェ

●大人の部活動

あるお父さんの発案で親同士で教育を原点から
考える時間を共有する試みとして、太尾南公園
や大倉山ハイムの中庭」の木陰でピクニックを
兼ねて開催中です。

妊婦さんっと4カ月までの赤ちゃんが、地域で
のんびり話せる場所。店主は「ここみて港北」
のぼうださん。菊名みんなの広場とミエルで2
～3かい、13:00～開催。赤ちゃんのおむつ交
換、抱っこ体験もできます。

森のようちえん

放課後ミエル

週に2回、毎回、同じメンバーで、おさんぽに
出かけていきます。のんびり、ゆったり、歩
いたり、遊んだり、食べたり。そんなこども
の時間を一緒に考え、作っていく方を募集し
ます。

子ども食堂・フードパントリー

ミエル設立前から始めた活動で、身近な公園や
道端に自然がいっぱいで、小さいころから、自
然を感じながら育ってほしいという思いから始
めています。現在はインストラクターの寺元さ
んが、身近な公園などで、自然観察、自然遊び
を企画・運営しています。自然を感じることの
先に人を感じる事があると思っています。

お出かけミエル

基本、週に2回、15:30～17:00に小学生を対象
に自主的に過ごしてもらえる時間を設けていま
す。子どものやりたいから生まれた『子ども
ジャーナリスト講座』等も開催しました。先日
も子どもたちの企画で「逃走中」を新横浜公園
で開催しました。子ども発案の、色々な企画も
作戦会議中です。

大倉山
駅

大倉山ミエル

大倉山
記念館

梅
林

大綱
中学
校

大綱
小学
校

太尾
小学
校

港北
高校

南
公
園

太
尾
公
園

鶴
見
川

熊野
神社

港北
区役
所

ドミノ
ピザ

蕎麦
屋

大豆戸小
学校

ラ
イ
フ

N

ミエルALL、ミエル企画部、他、様々な活動をLINEグループで運営しています。ぜひ、ご参加ください。

★ ミエルの自由な居場所活動 2021

■住所：港北区大倉山４-36-26（東急東横線大倉山駅から徒歩12分)
（マンショングランチェルト東側）

Café Miel Okurayama

認知症カフェ

Edu Cafe

ミエルの部屋
様々な海外での生活や仕事の話「フィリピンで
のJAICAの仕事や現地の生活」「大倉山で狩猟
生活」「ドイツの子育て」等を近所に住む方に
話していただいています。毎日の生活の関する
意見を広げる活動として。

みかん会

ぼぼカフェ

こども哲学（共催）

シニア向けの毎週月曜と水曜日の10:00～
12:00に開催中です。お昼のお弁当付きで
500円です。ゆったり、おしゃべりや簡単な
体操や、水曜日には近所の方のピアノ演奏し
てくれる時間も有ります。定員6名です。
（横浜市の生活支援補助事業サービスBで
す）

大豆戸エアプラザの支援を受けながら、近隣方対象の認知症カフェを第２
水曜日14:00～15:30、1回/月開催しています。試しにでもいらしてくだ
さい。無料です。

毎週金曜 10:00～12:00
ハイハイする前の親子がのんびり、おしゃべり
できます。保育士のみなみさんが、毎回いま
す！

●シニアの活動

●小学生の活動

●妊婦・乳幼児親子の活動

子ども食堂、みんなの食堂はコロナ前まで20
食3回転で開催していました。現在は、第2金
曜日と第4水曜日にフードパントリーと配食を
しています。今は社協やスクールソーシャル
ワーカーともつながってきています。

子どもの悩みを抱える親御さんたちが、お互い
の悩みを話し合う会です。今は月一回の夕方か
ら夜に、小中学と高校生の2部に分けて開催し
ています。

生活クラブとの共催で、月1回のペースで小学5
年生6名が、子どもが考える疑問を、子どもたち
を主体に話合いをしています。生活クラブ「生
活と自治」にも連載されています。

ミエルで

近所に友人を見つけて

ください。

大倉山ミエル HP

2021

② ミエルのパンフ作成「ミエルの木 2021」

OPEN DAY

●森のようちえん

ミツバチ保存会

ここみて港北

こども哲学
ミエルの部屋

公園遊びの会『おるたん」 ●さとこさんスパイスカレー
On-line

ママのおしゃべり会
シニアの時間

認知症カフェ

モンテッソーリ
おしゃべり会

シニア

『お出かけミエル』

大人の子ども相談室

フードパントリー

・基金21 神奈川県協働事業等

・港北区みんなのチカラ応援事業
・東急子ども応援プログラム

ぼぼカフェ
●さとこさん
スイーツ教室

迂闊カフェ

ママヨガ

リオカフェ

Edu Cafe

●月イチカフェ

●パン教室

Line＠

Line＠

Line＠

●どんぐりカフェ

熊野の森もろおかスタイル

ちびっこミエル

みつばち探検隊

つながりマップ

街を耕す会港北

港北市民ジャーナル

こ ど も 食 堂
みんなの食堂

赤ちゃんカフェ

みかん会

ケビンの英語教室

★ミエル ALL

ミエル畑部

放課後ミエル

大倉山ミエル通信

ミエル企画部

『ミエル の木」

有機野菜マルシェ

ミニフリマ

街カフェ 大倉山ミエル

大倉山ミエルは、近所の －1歳から100歳のゆるい居場所とな
り。そして、港北、横浜のコミュニティ活動の活性化も目指し
ています。そのために、300ｍ 徒歩圏のインフォーマルな小
さな居場所の重要性をつたえる様々な活動に取り組んでいます。

●日比野さんの明後日朝顔

●DoorのURaKID。

● NPO法人街カフェ大倉山ミエルの事業
① 自由な居場所
ミエルは、妊産婦・乳幼児からシニアまで、いつでも気軽
に歩いて行ける居場所。そして、小さなNPOの自由度が高
く、すぐ実行できる居場所を目指しています。社会的処方
の考え方や、コミュニティナース的取組も参考にしながら、
居場所の有り様や運営方法も常に試行錯誤しながら進めて
います。

② 地域のハブ活動

ミエルは大倉山地域での近所の居場所、地域のハブ機能、
コミュニティ活成化活動等の経験を活かし、様々な地域で
自由な居場所の重要性、そして、地域協働活動の活性化を
大切にして支援活動も行っています。

大倉山、大曾根、師岡、菊名を含む大倉山周辺、ゆるく
「大倉山地域」の様々な活動を関連づけ、さらに、協働活
動をより活性化することで、心豊かで、のんびりすごせる、
そして自分たちで考える「まちづくり」につなげて行きた
いと考えています。ミエルも自主事業として、様々な活動
団体、関連行政機関、企業とも、活動当初から「活動をつ
なぐ活動」として行なってきました。これからも一層、ゆ
るくつながっていきたいと考えています。

③ コミュニティ活性化支援

●ミエルAll : 2021年5月に更新し、再加入をお願いした lineグループ。

その他に多くの企画・運営グループが有ります。

●ミエル企画部 : ミエルを知って、自由に、迂闊に、楽しくやりたいこと

を企画、運営、サポートをするグループ。

① 2021年度から3年間の予定でボランタリー基金21で神奈川県との
協働事業「活動をつなぐことでできる地域協働の活性化事業」を行っ
ています。②横浜プランナーズネットワーク、③ 市民セクター横浜、
④ フォーラムアソシエ等に所属し活動います。
居場所の立上げ・運営支援、活動のレベルUP支援（ヨコハマまち普
請事業の支援：4件採択）、各種支援事業の受託支援、他団体・関連
機関等との協働活動の支援等、コミュニティ活性化全般の支援を行っ
ています。

大倉山ミエル新聞

Café Miel Okurayama 

大倉山ミエルは『新しい地縁』のある、心豊かで、のんびり過ごせる
自分たちの街づくりを目指し、妊産婦からシニアまで、いつでも気軽
に立寄れる居場所になり『聞き合える関係性』のある『人と出会え
る』場を目指します。

大倉山ミエルは、ミエル企画部という自主的な企画・運営を行ってい
るグループに支えられながら運営しています。又、地域の様々な関連
機関や団体と繋がりながら日々、楽しみながら活動をしています。

On-line

●：共催、参加又は持込企画

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

の支援を受けています。

大倉山ミエル2010～

7

On-line

おでかけミエル

●新横浜美術館



大倉山ミエルの活動12年目
で初めて「パンフ」を作成

現在、移転3回で4カ所目。活動も多岐へと
広がり、日々変化している。
ミエルALLのラインＧ、現在200名、その
中心で自律的に企画・運営に参加している
企画部（現在24名）の親中心のコミュニ
ティもある。

・ミエルのパンフ作成「ミエルの木 2021」について

③ ミエルのカレンダー

大倉山ミエルの毎月のカレンダーは企画部のLINEによる情報共有で制作している。HpやFacebook、
お店での紙でも発信している。
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大倉山ミエルの活動・ひと・活動団体・協働活動・補助金等について、ミエル開設から11年の有り様を見える化します。様々な変化にどんな理由があるのか考察します。

・ボランタリー基金21の神奈川県との協働事業

連絡：大倉山ミエルに電話又メール（☎：045-717-6778、Mail：miel＠rf6.so-net.ne.jp） 大倉山ミエル 2021

大倉山ミエル・地域での協働活動の見える化 2021

●大倉山商店会の商建連携事業の
アンテナショップとしてコミュニ
ティカフェとして開店

●大倉山商店街時代 ●大豆戸『スペース結』時代

202120172016 2018201220112010 201520142013 2019 2020

●大倉山4丁目時代●『夢うさぎ』時代

●みつばち探検隊

● ちびっこミエル

● 森のようちえん

●公園遊びの会『おるたん』

● こどもの街

● こども哲学

● 放課後ミエル

● こども食堂

●フードパントリー

● ミエルALL●ミエルベビー部

● ミエル企画部

● 認知症カフェ

● おでかけミエル

●有機野菜マルシェ

● 季節のイベント：参加者・地元アーティスト等

● ハチミツ販売 ● ハチミツ保存会

● さと子さんスパイスカレー

●カフェ

● BOXショップ

● アートジャム

● 梅まつり・桜まつり

● まちを耕す会港北

１ 活動

● わいわい会議

● みかん会

● EduCafe

● アートジャム

● 講座

●つながりジァム

●お へそ：横浜市民まち普請事業 ● おへそ

●公園遊びの会『おるたん』

● 森のようちえん

● らくらく市

休休中

休休中

●有機野菜マルシェ

休止中

● 講座

2010
11月

● BOXショップ

住み開き活用（時間借り） 空き家活用（賃貸契約）

空き店舗活用（商店会所有）

空き家活用（オーナーと共同で開設）

●赤ちゃんカフェ

●ぼぼカフェ

● ミニ

④ ミエルのこれまで：活動
●３度の移転と4回の立上、2010年11月開設から12年

● 4カ所の居場所

① 大倉山商店会のはちみつのアンテナショップとしてオープン。賃料14万円（10坪）

② 区役所の空家の大きな一軒家をオーナーと開店（48坪）

③ 家開きの小さなキッチン・カフェ・ギャラリーを時間借りで運営。3年目に

は横浜市生活支援事業サービスBも開始した（15坪）

④ 住宅地の空ギャラリー＋工房に移転、平屋、テラス、駐車場付き、家賃12.5万円

（22坪）横浜市生活支援事業サービスBにより賃料＋αが出ている。

●現在の大倉山4丁目に移転してから、ミエル企画部の自律的な活動にも支えられて、小さい

けれど多くの活動がうまれてきています。
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大倉山ミエルの活動・ひと・活動団体・協働活動・補助金等について、ミエル開設から11年の有り様を見える化します。様々な変化にどんな理由があるのか考察します。

・ボランタリー基金21の神奈川県との協働事業

連絡：大倉山ミエルに電話又メール（☎：045-717-6778、Mail：miel＠rf6.so-net.ne.jp） 大倉山ミエル 2021
Café Miel Okurayama

大倉山ミエル・地域での協働活動の見える化 2021

●大倉山商店会の商建連携事業
のアンテナショップとしてコ
ミュニティカフェとして開店

202
1

● 大倉山商店街時代 ● 大豆戸『スペース結』時代

202120172016 2018201220112010 201520142013 2019 2020

● 大倉山4丁目時代● 「夢うさぎ」時代

● 港北区地域振興課：みんなの力支援事業

● 真似度地域ケアプラザ

●ゆうゆう畑：有機野菜マルシェ

● ハチミツ販売：商店会・横浜建設業協会 ● ミエル企画部

● ミエルベビー部 ミエルAll

●菅野さん：大倉山ハチミツ

● 大倉山記念館：相鉄エージェンシー：アートジャム

● 大倉山商店会

● まちを耕す会港北

2 ひと・団体

● 鈴木美美子：ハッピーマザーミュージック

● ナナさん：食担当・舞踏家

● 鈴木智香子

● 伊藤：公園遊びの会「おるたん」

● 肥後夫婦：『熊野の森もろおかスタイル」

● 棒田あきこ：「孫育てニッポン」

● 鈴木健夫

● 入江さん・小林さん・奥山さん：バリアフリーの会・びーのびーの・どろっぷ

● 望月・松江川他：ワイワイ会議 ● おへそ：小松さん・小沢さん他

● 志村・信藤・富岡：社福かれん

● 町内会・大倉山夢まち実行委員会

● 武藤先生：楠学園

● 横浜プランナーズネットワーク

● 横浜コミュニティカフェ・ネットワーク：港南台タウンカフェ・米田さん・こまちカフェ・シェアリーカフェ・ハートフルポート等

● 市民セクターよこはま

● 鶴見川流域ネットワーク：岸先生・亀田さん他

● 植村さん・清水さん・宇田川さん：菊名みんなの広場・お出かけバス

● フォーラムアソシエ：元木さん他

201
011
月

● 大倉山記念館：日比谷花壇

● 港北区地域振興課：地域のチカラ応援事業

● BOXショップ：店主

● 鈴木健夫・退職参加

● 志田・菊池：大倉山文化村

● 緑アップ事業

● おへそ

空き店舗活用（商店会所有）

空き家活用（オーナーと共同で開設） 住み開き活用（時間借り） 空き家活用（賃貸契約）

● 区老連

● 横浜市民まち普請事業：おへそ ● 熊野の森もろおかスタイル ● 鶴見230カフェ ●菊名みんなの広場 ● 八景市場 ANEX

●地域の活動団体の先輩方には開設当初から、様々な活動を支援してもらっている。

●① 開設当初からのコアメンバーは鈴木智香子、鈴木美子氏、鈴木健夫（サポート）の3人

② 移転の旅に参加メンバーの多くはは交代している。

② 子どもの遊び場『おるたん』の伊藤さん、「熊野の森もろおかスタイル」の肥後さん夫婦、

孫育てニッポンの棒田さんとは、信頼関係と緊密な協働活動を展開できている。

③ 4丁目に移転してからの、ミエル企画部のメンバーとの様々な活動の展開は目ざましい。

⑤ ミエルのこれまで： ひと・団体

10



大倉山ミエルの活動・ひと・活動団体・協働活動・補助金等について、ミエル開設から11年の有り様を見える化します。様々な変化にどんな理由があるのか考察します。

連絡：大倉山ミエルに電話又メール（☎：045-717-6778、Mail：miel＠rf6.so-net.ne.jp） 大倉山ミエル 2021
Café Miel Okurayama

大倉山ミエル・地域での協働活動の見える化 2021

●大倉山商店会の商建連携事業の
アンテナショップとしてコミュニ
ティカフェとして開店

202
1

● 大倉山商店街時代 ● 大豆戸『スペース結』時代

202120172016 2018201220112010 201520142013 2019 2020

● 大倉山4丁目時代● 「夢うさぎ」時代

● 赤ちゃんカフェ

● ぼぼカフェ

● みつばち探検隊

● ちびっこミエル

● 森のようちえん

● 公園遊びの会『おるたん』

● こどもの街

● こども哲学

● 放課後ミエル

● こども食堂

● フードパントリー

● ミエルALL● ミエルベビー部

● ミエル企画部

● 認知症カフェ

● おでかけミエル

11月
2010

● 有機野菜マルシェ

● 季節のイベント

● ハチミツ販売 ● ハチミツ保存会

● さと子さんスパイスカレー

●カフェ

● BOXショップ

● アートジャム

● 梅まつり・桜まつり

● まちを耕す会港北

3 協働活動：外部： 内部：

● わいわい会議

● みかん会

● EduCafe

● アートジャム

● 講座

● つながりジァム

● おへそ：横浜市民まち普請事業 ● おへそ

● 公園遊びの会『おるたん』

● 森のようちえん

● らくらく市

休休中

休休中

● 有機野菜マルシェ

休休中

●

空き店舗活用（商店会所有）

空き家活用
（オーナーと共同で開設）

住み開き活用
（時間借り）

空き家活用
（賃貸契約）

● 講座

⑥ ミエルのこれまで：協働活動

●ミエルはミエル内部の活動も、外部との協働活動も、常に誰かと一緒に活動を企画・運営して

います。地域の活動団体の先輩方には開設当初から、様々な活動を支援してもらっている。

●ミエルは開設当初から12年間、『活動をつなぐ活動』を活動の一つの柱として活動しています。

① 地域に開くことは、つまり地域の他団体や行政関連機関等とつながって活動してゆくことと

考えて、活動し続けています。

② まず、こちらから働きかけることが全ての始まりだとかんがえます。待っていては何も始ま

りません。

●

11



大倉山ミエルの活動・ひと・活動団体・協働活動・補助金等について、ミエル開設から11年の有り様を見える化します。様々な変化にどんな理由があるのか考察します。

・ボランタリー基金21の神奈川県との協働事業

連絡：大倉山ミエルに電話又メール（☎：045-717-6778、Mail：miel＠rf6.so-net.ne.jp） 大倉山ミエル 2021

大倉山ミエル・地域での協働活動の見える化 2021

●大倉山商店会の
商建連携事業
のアンテナ

ショップとしてコ
ミュニティカ

フェとして開店

202
1

● 大倉山商店街時代 ● 大豆戸『スペース結』時代

202120172016 2018201220112010 201520142013 2019 2020

● 大倉山4丁目時代● 「夢うさぎ」時代

●赤ちゃんカフェ・ ぼぼカフェ

●ちびっこミエル・みつばち探検隊

森のようちえん

公園遊びの会『おるたん』

● こどもの街

● こども哲学

● 放課後ミエル

● こども食堂

● フードパントリー

● ミエルALL● ミエルベビー部

● ミエル企画部

● 認知症カフェ

11月
2010

●有機野菜マルシェ

● 季節のイベント（七夕・秋まつり・ハロウィン・クリスマス・お正月等）

● ハチミツ販売 ● ハチミツ保存会・●畑部

● さと子さんスパイスカレー

●カフェ

● BOXショップ

● アートジャム

● 梅まつり・桜まつり

● まちを耕す会港北

4 補助金等：

● わいわい会議

● みかん会

● EduCafe

● アートジャム

● 講座

● つながりジァム

● おへそ：横浜市民まち普請事業 ● おへそ

●公園遊びの会『おるたん』

● らくらく市

休休中（コロナ対策）

休休中（コロナ対策）

●有機野菜マルシェ

休休中

空き店舗活用（商店会所有） 空き家活用（オーナーと共同で開設） 住み開き活用（時間借り） 空き家活用（賃貸契約）

● 講座

●横浜市生活支援補助事業サービスＢ：180万円/年

●国土交通省・商建連携事業：大倉山商店会から：開店費用：350万＋
5が月間の家賃：14.5万/月

●ソーシャルビジネスコンテスト：150万

2021年度
：100万

2021年度：
670万（3年間
の予定）

カフェ型中間支援異能の創出・強化・普及：10万×3年間

●港北区地域の力応援事業：15万～30万/年

●神奈川県
ボランタリー
基金21

●東急こども
応援プログラム

●横浜市
市民局

●内閣府：
公共未来塾

●国土交通省
商建連携事業

●横浜市
生活支援
補助事業
サービスＢ

●港北区地域
の力応援事業

● おでかけミエル

●横浜市
市民まち普請
事業

●おへそ
まち普請事業：500万

●横浜市
市民まち普請
事業

●横浜市
市民まち普請
事業

●東急
ミドリンク
アクション

●師岡ステーション
まち普請事業：150万

●菊名みんなの広場
まち普請事業：500万

●横浜市
ミドリUP事業

●大倉山連合町内会：500万/年×3年＝1500万円

●町内会・商店会の緑化：150万

この事業は神奈川ボランタリー基金21の協働事業により行っています。

１

2

４

３

６

５

７

８

９

11

10

12

2022

● 森のようちえん

⑦ ミエルのこれまで： 補助金

●大倉山ミエルは2010年の開設当初から国交省の「商建連携事業」や内閣府の「公共未来塾」等

の補助金をいただいて活動を開始しました。その意味で特に現在は、大倉山ミエルの活動は、

有志のボランティア活動と補助金によって運営をしてきています。

●ミエルは開設当初から港北区の地域のチカラ応援事業の補助金を受けています。金額だけで

なく、区（行政）に活動を認められることが、広報やその後の活動の認知に役立ちます。

① 補助金もいきなり大きな補助金獲得はむずかい面もあり、実績が必要でもあり、活用同様、

小さな補助金から順次、大きな補助金に応募していく。横浜市であれば、市民協働推進支援

センター等に相談することもおすすめです。

② ミエルは横浜市まちづくりコーディネーターでもあり、横浜市市民まち普請事業の支援や、

近隣のいくつかの補助事業の支援もおこなっ来ている。

12



■ ミエルの根・幹：ミエル企画部、枝・葉：ミエルALL

・ミエルの様々な活動の企画や運営を自主的に支えるミエル企画部（2022.03 現在25名）、そして、ミエル
の参加者・利用者としてのミエルALL（2022.03現在202名）というゆるいコミュニティができている。

１ 自然発生型の組織：子ども食堂、みんなの食堂 から生まれたLINEグループ

２ 自立性重視 ：いつの間にか活動している.「ミニフリマ」「迂闊カフェ」「みかん会」…

３ LINEグループ ：情報共有・コミュニティの醸成、テーマ型コミュニティ。

４ 世代交代 ：育休中の親が中心：毎年次期を誘う。 そして、ゆるくかかわり続ける。

『つながりそのもの』が目的
『どんなコミュニティを作り・続けること』

が目的

⑧ ミエル企画部・ミエルALL

『活動』

● 全ての活動を温かく見守るミエルというプラットフォーム
・自律的な活動へのヒント：ミエル企画部:ミエルは情報共有をする毎年更新する「ミエルALL」（現在200
名）というLINEグループと、ミエルを自律的に支え、ミニフリマ、みかん会、みつばち探検隊等を自主的
に発案・企画・運営等を行い、その他、多くのLINEグループのまとめ役を担う「ミエル企画部」（現在25
名）のLINEグループが有ります。

・令和一年夏のソーメン流しの時に自然発生的に生まれたLINEグループが始まりで、育休中の親ごさんが中
心的に活動していて、毎年、育休が終わると、時期の世代につなげることが必要で、一期からメンバー自
身が、自分たちで、次期のメンバーにつないできて、現在四期に移行中です。

・ミエルのコミュニティは課題解決型ではなく、そこにいる人が必要な事、やりたい事を、できることから
始めるタイプです。できる範囲で無理なく、楽しく始める活動です。いつも、「良いね！やってみて！」
「無理なら、いつでもやめていいよ。」と言っています。サポートというより、全員が仲間として考えて
います。

13



■ミエルの活動・協働活動広がり：活動の重層性

こども

支援
（公助）

シニア

事業
（自助）

フードパントリー

サービスB

街を耕す会港北

●はちみつ保存会

モンテッソーリーお話会

認知症カフェ

ミニフリマ

みかん会

●公園遊びの会「おるたん」

●熊野の森もろおかスタイル

みつばち探検隊

放課後ミエル

赤ちゃん会

さとこさんの
スパイスカレー

寄付

Edu Cafe

森のようちえん
畑部

●大倉山ミエルの協働活動：① ミエル内部の協働

② 大倉山地域での他の活動団体や行政機関等との協働

⑨ ミエルの協働活動

『自然発生的・やりたい人が始める活動』
『課題解決

のための活動』

見えてきた協働の課題とヒント
・ゆるく、ながく、楽しいコミュニティが、自然に続いていけることが目標だと考えています。当然時間の
経過と共に変化してゆく関係だと思います。「ゆるい大家族」のような関係とも言えるでしょう。メン
バー同士の日常的な助け合いの関係が大切だろうと考えています。

・改めて市民活動の課題は、活動の担い手の高齢化、活動費の必要性と捻出方法で、その解決の ヒントを
担い手のするために重要なポイントは何か？、そして、そのヒントは、其々の活動団体が、つながるため
には、自分たちに不足していることをみんなで共有して、お願いしてゆくマインドが大切。信頼関係が必
要です。

① ミエル内部の協働

14



② 大倉山地域での他の活動団体や行政機関等との協働 1

１菊名みんなの広場

●立上・街普請支援・そして現在、分裂中：協働活動は休止中

みんなの広場をつくる会
・菊名おでかけバス
・駄菓子屋
・らんがく舎
・大倉山ミエル（赤ちゃんカフェ）
・他

オーナー:
KUV(植村氏）

えがお
学習会
LP鑑賞会(植村氏）

畑のオーナー:
横溝氏

大倉山ミエル
畑部

熊野の森もろおかスタイル

●はちみつ保存会：熊野の森もろおかスタイル・
畑のオーナー・大倉山ミエルの協働事業

２はちみつ保存会

３ミエル企画部

大倉山ミエル
理事会

企画部卒業生
（1期・2期他）

企画部3期＋アートジャム実行
委員会・畑部部長他

●自然の発生した「ミエル企画部１期」そして育休開け毎の
世代交代で４期目。ゆるいけど強いつながり。

４自治会館の再利用

大豆戸ケアプラザ
（石川氏）

大倉山ミエル
（鈴木智）

白樺町内会
(中山会長）

●地域ケアプラザと共に、白樺自治会館の有効
活用について、自治会と打合せを始めている。

●武藤先生の呼びかけに大倉山ミエルも協力して社協に持込、
社協に前向きに協力していただいて順調に進んでいる。
（港北区の３１団体＋２２機関程参加予定

●棒田さんの発案で企業にも出資してもらって、
ミエルも協力して進めている。大倉山地域での
「赤ちゃん会」の開催も行っている。

６「ここみて港北」LINE妊産婦支援

７放課後ミエルからの展開

大倉山ミエル(株）ダッドウェイ

孫育て・ニッポン(棒田）

●放課後ミエルの、ボランティアのお父さんのやりたい事の支援
でもある「子ども第３の居場所」への展開も目指し、子ども
若者支援団体交流会とも、連携してゆく予定。

５子ども若者支援団体交流会

港北区社会福祉協
議会

大倉山ミエル

武藤先生(街を耕す会港北）

(株）共進印刷

放課後ミエル

第3の居場所港北区子ども若者支援
団体交流会

子ども家庭支援課
スクールソーシャルワーカー
近隣小中学校

15



●大倉山ミエル・活動ネットワーク
2010・11月に開店・立上げ、2011にNPO化

これまでに、関係してきた活動団体。関連施設や機関等、名称は省略等しています。

神奈川県政策局

横浜市都市整備局・市民局・

政策局・環境創造局

ヨコハマ市民まち普請事業

スクールソーシャルわーかー
近隣の小中学校
港北高校・川和高校
大豆戸ケアプラザ
太尾地区防犯拠点センター

夢まちづくり実行委員会
各町内会・区老連
大倉山商店会
エルム通り商店会

街カフェ大倉山ミエル
3回の移転：

①大倉山商店街の空き店舗・
②まめどスペース結・

③夢うさぎ・
④4丁目の空ギャラリー

横浜市大倉山記念館
港北公会堂
殿山市民の森

横浜建設業協会
建築学会神奈川支部

生活クラブ神奈川
フォーラムアソシエ
パルシステム
セカンドリーグ神奈川

NPO鶴見川ネットワーク
ワークショップピリオド
菊名コミバスの会
バリアフリーの会
まちを耕す会港北
菊名みんなの広場
港北区子ども若者支援団体交流会

音伽舎
公園遊びの会「おるたん』
社会福祉法人かれん
楠学園
NPOびーのびーの

港北区
ふるさとサポート事業
地域のチカラ応援事業
区政推進課、地域振興課
子ども家庭支援課

大倉山地域

熊野の森もろおかスタイル
大倉山に市民発電所を作る会
トランジションタウンよこはま
大倉山はちみつ保存会

ISB公共未来塾

市民協働支援センター

市民セクターよこはま

地域の主婦グループ
ハンドメイド作家のネットワーク

元住吉商店会
六角橋商店会
東急東横線各駅停車の会

港南台タウンカフェ
横浜コミュニティカフェネットワーク
横浜プランナーズネットワーク

横浜市立大学三輪研究室
早稲田大学田所研究室等

シェアリーカフェ・
子どもアクター
森ノート
こまちぷらす
ハートフルポート
230カフェ
八景市場ANEX

敬称等略

茅ケ崎市「さろんどて」
大磯町・国府本郷PJ
座間市・生活クラブ
綾瀬市・

１ 『活動をつなぐ活動』12年の仲間づくり：縦割り解消、アウトリーチ

２ 全生活：赤ちゃん～シニア、支援～エリマネ

３ 街づくり等関連組織に所属した支援活動
横浜コミュニティカフェネットワーク、
横浜プランナーズネットワーク、
市民セクターよこはま、
フォーラム・アソシエ等に所属、
横浜市まちづくりコーディネーター
（ヨコハマ市民まち普請事業)等でも活動。

４ 地域協働活動：様々な補助金事業の支援
港北区みんなのチカラ応援事業、
ヨコハマ市民まち普請事業（支援）
横浜市地域みどりのまちづくり事業（支援）
東急子ども応援プロジェクト
東急「みど*リンク」アクション
神奈川県ボランタリー基金21、等

② 大倉山地域での他の活動団体や行政機関等との協働 2
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❸ 居場所の作り方マニュアル（お試し）
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❹ つながるミニフォーラム2021

20

つながるミニフォーラム 2021

主 催： 大倉山ミエル
開催日： 2022年1月30日 日曜日

13:30 ～15:30 ＋交流会
定 員： 30名程度

この事業は神奈川ボランタリー基金21の協働事業により行っています。

どろっぷ

大倉山記念館

HIKARI作業所

夢ウサギ

太尾防犯センター

みんなのお店
かれん

ハッピーマザー
ミュージック

大豆戸地域ケアプラザ

■大倉山地域つながりMAP

びーのびーの

つちのこ

コミュニティかれん

新羽ケアプラザ

キラリ港北

乳幼児生活圏
300ｍ

公園遊びの会「おるたん」

大倉山ミエル

菊名おでかけバス

ギャラリー弥平

ボタニカル・カフェおからさん

大倉山

な

フォーラムアソシエ

2021年度大倉山ミエルは神奈川県との協働事業で『孤の解消』のために

場 所： オンライン（Zoom）で行います。
参加費：無料

申込先： 大倉山ミエルに電話又メール ☎：045-717-6778 
Mail：miel＠rf6.so-net.ne.jp

1/30 (日)

13:30～15:30+交流会
＠zoom

Miel Okurayama

「活動団体がつながることによる

コミュニティ活性化」

フォーラム

を行っています。
この事業 (ボランタリー基金21事業)では
① 大倉山ミエルや大倉山地域での協働事業

等の活性化と、その見える化・モデル化
② それらを基にした県域への展開
③ コミュニティ活性化のための人材育成の

ためのOJT的研修・つながりづくり
を行 っています。その中間報告としてミニ
フォーラムを開催します。

１ 「つながるミニフォーラム」の 概要・タイムテーブル
・コミュニティカフェによる活精化について、特に「つながる」ための考え方等について、
法政大学の杉崎和久さん、新川崎タウンカフェの齊藤保さん、茅ヶ崎さろんどての早川仁美
さん とミエルで、話題提供していただきながら、勉強会的にお話しいただいた。



■日時：2021年1月30日（日）13:30～15：30   @Zoom

■タイムテーブル

13:30 ～13:35 ① 主旨と時間割の説明 5分

13:35～13:40 ② 簡単な自己紹介 ５分

13:40～14:00 ③ 基金21の進捗説明（大倉山ミエル） 20分

14:00～14:15 ④ 『さろんどて』早川さんからの話題提供 15分

14:15～14:30 ⑤ 斎藤保氏 :

「コミュニティカフェ運営に関するノウハウの可視化と共有」 15分

14:30 ～14:35 ー 休憩 ー 5分

14:35～15:25 ⑥ ディスカッション 50分

モデレーター：杉崎先生、パネラー：齊藤さん・早川さん・鈴木智香子

15:25～15:30      ⑦ まとめ 5分

合 計：120分

■対話内容 : 『協働によるコミュニティの活性化』・様々な協働の在り方

アフターコロナのコミュニティづくり・2021

つながるミニフーォーラム 2時間

この事業は神奈川ボランタリー基金21の協働事業により行っています。

２ 「つながるミニフォーラム」での考察と気づき

・コロナの中で、オンラインによる活動報告的な「つながるミニフォーラム」を1月30日に開催し、30人の

参加があった。この1年の基金21補助金事業による活動報告と、茅ケ崎の困窮者支援、ひとり親家庭支援

を中心とした活動紹介、新川崎や港南台タウンカフェを中心とした事例紹介や、コミニティ分析と、学識

経験者として法政大学教授の杉崎先生よりコメントをいただいた。動画の記録、参加者アンケートの集計

を行った。

・ミエルの4回の立上、3回の移転がノウハウではないか？棚卸をしては？

・ミエル企画部の発生から、展開が担い手探し、活動の活性化でも興味深い。
・フォーラム開催と課題の共有化：今回のフォーラムは、ヨコハマ市民街普請事業の審査委員長でもある杉
崎先生をモデレーターに、ミエルの中間報告の後、茅ヶ崎で「さろんどて」の事務局長の早川さんの「地
域のお茶の間プロジェクトさろどて」の説明では、茅ヶ崎駅前の「さいとうさんち」（空家活用）での高
齢者向けに始まったカレーの会が、プレママと赤ちゃん会・傾聴講座に、そして第二の活動拠点で始めた
子ども食堂から、コロナ禍に始まって、フードバンクにつながり、来年は一五〇世帯に広げる予定です。
昨年末からは、第三の拠点として松が丘の空家活用で運営を検討中だが、担い手の確保が課題とのお話も
ありました。

・次に、港南台や新川崎でのタウンカフェの運営者の斉藤さんからは「コミュニティカフェ運営に関する
ノウハウの可視化と共有」というテーマで、やりたいこと・できること・必要とされていることの
整理により、足りない部分を外に呼びかけることが繫がるきっかけになると。そして仲間と組織づ
くりにはプロセスそのもの、そして、現場の参加者の思いを形にしてゆくことが大事で、協働には
人と人としてのの関係が不可欠等、示唆に富んだ話が聞けました。

・後半のディスカッッションでも、其々、早川流の、斎藤流、ミエル流の活動があり、一方で、共通
の何かもあると思え、それらを見える化することが課題なのではないかと気づきました。

21



Ⓐ モデル地域と Ⓑ適用地域 ●過去の活動実績の例（大倉山地域以外）
１ 二俣川駅（旭区）

2019年、相鉄線、二俣川駅周辺町内会活性化を担当した(大
倉山ミエルの事業）

2 反町
都心地区の空店舗活用の事例でもある障碍者の支援施設でも
あるコミュニティカフェ「反町ポラン」開設の支援活動を担
当した。（横浜プランナーズネットワーク、以下横プラ）

3 南永田団地
団地再生事業の一環で団地の空店舗を利用したコミュニティ
カフェ「サロンほっとサライ」開設の支援事業を担当した。
引き続き団地再生業務を継続予定。(横浜プラ）

4 綱島
横浜市の緑アップ事業の支援で、計画案の作成等企画から
支援を行った。（横浜プラ）

5 南区（NPO法人NORA・学校地域コーディネーター）
NPO法人NORAの居場所づくり事業のの支援を行った。(大倉
山ミエルの事業）今年度は南区の学校地域コーディネーター
の研修事業を引き続き担当している。（横浜プラ）

６ 230カフェ ヨコハマ市民まち普請事業のサポート採択
鶴見駅前地区で外国につながる子どもの支援を含む、コミュ
ニティカフェの開設支援(横浜まちづくりコーディネーター)

大倉山地域
モデル地域（大倉山・菊名・師岡・大曾根）ミエルのこれま
でのネットワークを生かし、さらに活性化し、事業や
つながりの見える化に取り組む。

主な候補地域（茅ケ崎、新川崎、三浦市）
主にサポート事業を行う適用地域の候補、
今年度から茅ケ崎の「さろんどて」等を支援地域として
選定した。

サブ候補地域（大磯、座間、綾瀬）
サブ的にサポート事業を行う適用地域の候補、
活動のマップづくり（横プランナーズネットワーク）や
生活クラブ、フォーラム・アソシエ等のネットワークを
生かす。

Ⓐ

Ⓑ

Ⓒ

Ⓐ

Ⓑ

Ⓑ

Ⓒ

Ⓒ

１概要

1 支援地域の検討： 茅ヶ崎、新川崎、三浦の検討

2 茅ヶ崎「さろんどて」の支援決定： 松が丘の居場所活動開始へ

3 大磯・座間・綾瀬等での支援

❶ 県域への展開

３．事業２：県域への展開

● 神奈川県域への展開

Ⓑ

Ⓒ

●大倉山地域

茅ヶ崎

新川崎

三浦
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２ 茅ケ崎『さろんどて』への展開

1 茅ヶ崎市「さろんどて」の3番目の居場所活動の支援： 松が丘の居場所 (空家活用）開設
に向けて準備中。
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２ 今後の支援：2022年度は活動の見える化、補助金支援をおこなう予定。
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３ 大磯国府本郷への展開

1 敷地での現在の活動や、敷地の豊かなポテンシャルを活かした色々の活動を進めながら、人材を
有効に活用できる活動を選択しながら事業的選択を平行して進める提案をおこなう。
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１ 座間市生活クラブの居場所や綾瀬市の居場所支援等
を進めている。

❷ その他の地域への展開

１ 中間支援的ではなく活動の連携へ

・支援ではなくつながり続けること。支援ではなく学び合うこと。

2 参加（協働）し易いコミュニティとは

・参加し易く、休み易いコミュニィティ。課題解決型ではなく、つながり重視型
・既存の活動を大切に、そして気長に。とりあえづ一緒にやってみる。
・無理せず、我慢しない。ゆるくつながる。永くつながる。境界をなくす。

❸ 県域展開での考察と気づき
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つながる研修・プレ研修 2021
開催日： 2021年10月～3月、第2土曜日

4回程度 : 研修＋話し合い
1回２時間半程度 (オンライン)

定 員： 10名程度+オーディエンス参加
(各回500円、プレ研修は無料）

どろっぷ

大倉山記念館
HIKARI作業所

夢ウサギ

太尾防犯センター

みんなのお店
かれん

ハッピーマザー
ミュージック

大豆戸地域ケアプラザ

びーのびーの

つちのこ

コミュニティかれん

菊名みんなの広場

新羽ケアプラザキラリ港北

乳幼児生活圏
300ｍ

孫育ての会・にっぽん/産前産後カフェ

1 居場所 ミエル の 居場所とミエル企画部

2 子育て 棒田さんとミエル企画部

大倉山ミエルの①妊婦からシニアの居場所活動の現在と、②ミエルを自主的に支える21人の『ミエル企画

部』の誕生と現在の活動、そして今の課題を共有してもらう事で、各参加者にとっての活動の目的や居場所

の目的と運営組織の在り方を共に考えます。同時に参加者の方々の其々の思いについてえてもらいます。

妊産婦支援を中心に『ここみて港北』『赤ちゃんカフェ』を主催し、ミエルを自主的に支える『ミエル企画

部』の心の支えともなっている棒田あきこさん、そして、『孫育てニッポン』等での全国での知見がミエル

にも生かされているところを実感し、開かれたコミュニティの豊かさ、楽しさを実感します。同時に参加者

の思いについてもう一度考えてもらいます。

『熊野の森もろおかスタイル』が目指す持続可能な暮らしを目指して広がる様々な活動や、ミエル

との協働の活動である横浜まち普請事業、「大倉山ハチミツ保存会」や「ミエル畑部」の協働活動

の有り様、今後の取組についても話合います。そして、できれば参加者の方々に各人に思いを形に

し話してもらいます。
大倉山ミエル

コミュニティハウス

菊名おでかけバス

ギャラリー弥平

ボタニカル・カフェおからさん

大倉山

第2土曜日
13:00～15:30

つながる研修

① ミエル等の実際の活動の課題を実感し、共に考える。

② 現地での活動体験も行います。(研修と別日予定。後日設定）

③ 参加者は各人の思いを形にして発表してもらいます。

④ ミエル スタッフもあなたの一歩を共に考えます。

⑤ 将来も継続的なつながりを作ります。

■スケジュール

フォーラムアソシエ

アンケート

→ →研修2
12/12

研修1
11/13

発表
講評
2/12

→

※スケジュールは変更になることが有りますがご了承ください。

＋ アンケート ＋＋ アンケート

研修3
1/8

■研修のポイント

■フードドライブの様子

■ちびっこミエルの様子

プレ研修

大倉山ミエルは『孤の解消』のために「活動団体をつなぐことによる活性化事業」を

行っています。つながる事そのものが目的であることを実感しながら、コミュニティに
関心のある様々な人が、ミエルとつながって、各人が一歩をふみ出すための研修です。

3 環境 『熊スタ』と『大倉山はちみつ保存会』

■研修内容（基本的にオンライン(Zoom)で考えています）

場 所： 基本オンライン（Zoom）で行います。

参加費：3000円、全４回 ( プレ研修なので無料）

申込先： 大倉山ミエルに電話又メール

☎：045-717-6778

Mail：miel＠rf6.so-net.ne.jp

4 思いを形に 『発表』と『話し合い』
前3回のWSやアンケート等と通して考えた事をふまえて、参加者各人にそれぞれの思いを形

にして発表してもらいます。そして、みんなで意見交換をしたいと考えています。

11/13 (土) 13:00～15:30

12/12(日) 13:30～15:30

1/8 (土) 13:30～15:30

2/12 (土) 13:30～15:30

Miel Okurayama

３．事業３：県域への展開

❶ 普及のためのプレ研修2021

1 目的 ・ずっと、ゆるくつながる (line？グループを作る)
・実践で考える (活動体験と課題の共有)
・参加者の発表。気づき(目標・ヒント)一歩を踏みだす。



1 居場所 ミエル の 居場所とミエル企画部

2 子育て 棒田さんとミエル企画部

大倉山ミエルの ①妊婦からシニアの居場所活動の現在と、② ミエルを自主的に支える21人の『ミエル企
画部』の誕生と現在の活動、そして今の課題を共有してもらう事で、各参加者にとっての活動の目的や居
場所の目的と運営・組織の在り方を共に考えます。同時に参加者の方々の其々の思いについて考えてもら
います。

妊産婦支援を中心に『ここみて港北』『赤ちゃんカフェ』を主催し、ミエルを自主的に支える『ミエル企
画部』の心の支えともなっている棒田あきこさん、そして、『孫育てニッポン』等での全国での知見がミ
エルにも生かされているところを実感し、開かれたコミュニティの豊かさ、楽しさを実感します。同時に
参加者の思いについてもう一度考えてもらいます。

『熊野の森もろおかスタイル』が目指す持続可能な暮らしを目指して広がる様々な活動や、ミエルとの協
働の活動である横浜まち普請事業、「大倉山ハチミツ保存会」や「ミエル畑部」の協働活動の有り様、今
後の取組についても話合います。そして、できれば参加者の方々に各人に思いを形にし話してもらいます。

3 環境 『熊スタ』と『大倉山はちみつ保存会』

4 思いを形に『発表』と『話し合い』

前3回のWSやアンケート等と通して考えた事をふまえて、参加者各人にそれぞれの思いを形にして発
してもらいます。そして、みんなで意見交換をしたいと考えています。

12/12(日) 13:30～15:30

アンケート

→研修2
12/12

研修1
11/13

発表講評
2/12

＋ アンケート ＋＋ アンケート

研修3
1/8→ →

11/13 (土) 13:30～15:30

1/8 (土) 13:30～15:30

2/12 (土) 13:30～15:30

………

スケジュール

２ 研修のポイント

・ミエル等の実際の活動の課題を実感し、共に考える。
・現地での活動体験も行う。（コロナ禍で今年度は未実施）
・将来も継続的なつながりを作ります。

３ プレ研修の概要とスケジュール

４ プレ研修での考察と気づき

・活動経験者の歴史と思いを聞くことで、今の活動が腑に落ちた。じっくりその人の歴史を聞くことで深い

理解がえられ、つながりも深まると感じた。

・人をしることの大切さを実感.

・ミエルの様々な活動を知りたい。ミエルの歴史（3回の移転と4回の立上）も知りたい。

・肥後さんたちも、棒田さんも、基本、やりたいことを仕事にしてきた人達の強さ・豊かさを感じれてまぶ

しかったです。人との出会いの大切さをつくづく感じ た。

・ミエルが求めるコミュニティ：参加（協働）し易いコミュニティとは : 参加し易く、休み易いコミュニィ

ティ。課題解決型ではなく、つながり重視型既存の活動を大切に、そして気長に。とりあえず一緒にやっ

てみる。無理せず、我慢しない。 ゆるくつながる。永くつながる。境界をなくす。
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❷ 今後の研修について

・2022年度の予定：4回セットで、年3セットのつながる研修を行う。

・月1回のOPEN DAYでミエルの現地体験を組みこむ。

・今後の研修テーマ：

① ミエルの４回の立上と3回の移転、

② ミエルを自律的に支えるミエル企画部・ミエルAL、

③ 菊名みんなの広場での協働の失敗から学ぶ、

④ 補助金と受益者負担の混合、

⑤ ボランティアと給料の両立、

⑥ ヨコハマ市民まち普請事業と横プラ

等を検討してゆく。

1 目的
・ミエルとつながりたいと思ってもられるHP

・ミエルの様な居場所を作ろうとする人たちの参考になるための HP

・実践で考えれる (活動体験と課題の共有等)

２ HPのポイント
・ミエルの活動が『楽しい！』と感じてもらえるHP

・ミエルに入ってみよう！と思ってもらえるHP

・ミエルの活動が分かり易いHP

・ミエルの活動の実践がわかり易い活動ブログ (各々の担当者が記入。活動体験と課題の共有)

・常に活動が開いていて、近隣団体等とのつながりを考えられる：「ミエルの森」は他団体の紹介の兼ねる。

・多様で、自由さ、社会性が感じられるHP

・「なんでもOK！」と感じられるHP 

・だれでも更新し易くデータ化も可能なHP

・ひとが見えるHP (担当者紹介ページ）

５．HP作成：ノウハウの開示に向けて

❶ HP作成の目的とポイント
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参考資料（書籍等）

・レイ・オルデンバーグ「サードプレイス」みすず書房

・西村佳哲「自分の仕事をつくる」晶文社/ちくま書房

・筧裕介「ソーシャルデザイン実践ガイド」・「持続可能な地域のつうり方」英治出版

・NPO法人ヨコハマプランナーズネットワーク ザ・まち普請編集委員会「ザ・街普請」

・NPO法人ヨコハマプランナーズネットワーク「地域に貢献する空家の利活用について」パンフレット

・齊藤保「コミュニティカフェ」学芸出版社

・広井良典「人口減少社会のデザイン」東洋経済新報社

・NPO法人さくら茶屋にししば「さくら茶屋にししば」フェミックス

・認定NPO法人 こまちぷらす「居場所に対話の機会を！WAM助成co-machi対話プロジェクト実施報告者」

・認定NPO法人 こまつぷらす「居場所を通じた「自分らしい」市民参加を育む」

・NPO法人つながりデザインセンター・あすと長町「居場所づくりブックレット」

・山崎亮「まちの幸福論」NHK出版.

・西智弘「社会的処方」学芸出版社

・平田オリザ「わかりあえないことから」講談社

・IIHOE [人と組織と地球にための国際研究所」「続・小規模多機能自治地域経営を始める・進める・育てる88のアクション」

新HP 旧HP
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大倉山ミエルの良さは？

4回の立上と3回の移転
でも12年続いている。

自然発生的なミエルALL・ミエル企画部
迂闊で、自律的な企画・運営。

大倉山ミエルの様な
小さな・自由な居場所づくり

を支援する。

つながるミニブックレット 2021年度
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